

















































































































































































































































14 客一一「酒狂J r骨J r独断者の会話」





























「序論」を構成する 3 章では、有島文芸と 20世紀以降の芸術史との相関、有島におけるホイットマン
の受容、有島の後期の思想、を論述の軸に据えて、本論文全体をとおして提示される有島文芸の総体に関
わる結論的見解の総括がなされている。以下の「本論j 部分においては、有島の個別のテクストを分析





の構造を解明している。第 5 章は『迷路』を取り上げた 2 節から成り、迷宮のイメージを中核として、
この小説の備える多様な要素について縦横に論じる。第 6 章、第 7 章ではそれぞれ「生れ出づる悩み」
「石にひしがれた雑草」に考察を加え、前者のメタフィクション構造、後者の人間関係小説の構造を軸




島の創作史上に位置づけている。『星座j I或る施療患者J I酒狂J I骨J 他を取り上げた第12章以下の 3
章は、意識の流れ、未来派的文体、不条理等の観点から、それら有島晩年のテクストが有する可能性と
意義を鮮やかに指摘している。
本論文は、以上のように有島武郎のテクストの総体に周到な分析を加えることをとおして、その文芸
様式を20世紀以降の芸術史のなかに定位することを試みている。論述は精綴にして極めて説得的であり、
とりわけ有島晩年の小説テクストのもつ可能性と意義を鮮やかに照射したその結論は、従来の定説的な
理解に対する根底的な軌道修正を試みた優れた成果として、斯学の発展に寄与するところ多大なるもの
がある。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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